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平成２２年度 国立大学法人群馬大学 年度計画 

 

 

Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１ 教育に関する目標を達成するための措置 

（１）教育内容及び教育の成果等に関する目標を達成するための措置 

 （ⅰ）学士課程 

①－１ アドミッション・ポリシーを周知するため、ホームページ、募集要項及び大学説明会等

により広報活動を行う。 

２ 大学教育・学生支援機構学生受入センターにおいて、入学者の追跡調査を行う。 

３ 社会人、留学生、帰国生に広く門戸を開放し、特別選抜を実施する。 

４ 高大接続を円滑に行うために、特に推薦入学者に対し、入学前予備教育を行う。 

②－１ 教養教育においては、大学教育・学生支援機構大学教育センターの各部会において教育

内容を再検討する。 

２ 教養教育から専門教育、さらには卒後教育まで一貫して教育を展開させるため、各学

部・学科のディプロマ・ポリシーを踏まえた教養教育科目について検討する。 

③－１ 社会情報学部及び工学部では、分野ごとに学習教育目標の整理を行い、その目標に基づ

いて、カリキュラムの整備を検討する。 

２ 教育学部では、教員としての実践的教育力を育成するため、往還型カリキュラムの成果

を分析・評価する。 

３ 医学部では、チーム医療実習や選択臨床実習など、チームワーク教育を通して地域医療

に対する理解を深めるとともに、実践的能力と問題解決能力を涵養する。 

④ 少人数学習、グループ討論形式による授業を実施し、問題解決のための調査、分析、結果の

まとめ、報告書の作成、プレゼンテーション等の技能を修得させる。 

⑤－１ 教育学部では、職への動機づけを高めるために、初年度から始まる教育現場実習の事前

事後指導を通した系統的なキャリア教育について検討する。 

２ 医学部医学科では、医師の卒前教育としての目標を明確にして、卒後教育（初期・後期

臨床研修）と一貫性をもった教育を行う。 

３ 医学部保健学科では、全人的医療、チームワーク医療などの教育科目の充実を図る。ま

た、GP 等の取組の継続と充実を図り、コミュニケーション能力等の一層の向上を図る。 

４ 社会情報学部及び工学部では、卒業後の進路や職業について解説する新たな科目の開設

及びそのカリキュラム構築の準備を行う。 

⑥－１ ディプロマ・ポリシーを明示し、それに沿った卒業認定基準を作成する。 

２ シラバスに明示した評価基準により、適切な評価を実施する。 

３ 成績評価に関して、学生から意見や苦情を受け付ける仕組みを検討する。 

４ GPA を活用し、成績優秀者の表彰を行う。 
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（ⅱ）大学院課程 

①－１ アドミッション・ポリシーを周知するため、ホームページ、募集要項及び大学院説明会

等により広報活動を行う。 

２ 社会人、留学生特別選抜制度について広く周知し、勉学意欲の高い学生を積極的に受け

入れる。 

②－１  教育学研究科修士課程では、「授業実践に関する科目」の充実を図り、その成果を検証

する。また、専門職学位課程では、課題発見実習、課題解決実習の成果を分析・評価し、

実習の一層の充実を図る。 

２ 社会情報学研究科では、複数教員によるチームティーチング体制をより充実させ、大学

院生の研究内容の高度化を図れるよう改善する。 

３ 医学系研究科医科学専攻では、大学院教育研究支援センターを中心として、附属病院及

び生体調節研究所との連携のもとに大学院生の志向・能力に応じた教育を行う。 

４ 医学系研究科生命医科学専攻では、新たに定める教育目標に合致したカリキュラム編成

を行う。また、国際化に対応し、講義や演習の一部を英語で開講する。 

５ 医学系研究科保健学専攻の博士前期課程では、全領域横断的に配置したユニット構造を

基準にカリキュラムを見直すなど、全人的教育について検討する。博士後期課程では、専

門性を高めた研究を主体として領域に重点を置いた教育体制について検討する。 

６ 工学研究科では、研究室、専攻、研究科の枠組みを超えた教育・研究活動をさらに活性

化し、企業などの外部機関との共同の教育カリキュラムの整備を行う。また、共同研究を

通じて、様々な教育・研究機会を提供する。 

③－１ 修士課程では、必要な知識・技能を効率よく修得させるため、学部教育や博士課程のカ

リキュラムを活用できるよう整備する。 

２ 医学系研究科医科学専攻では、医学基礎技術実習、研究成果考察セミナー、生命倫理公

開セミナー、研究発表討論セミナーを大学院生全員に共通カリキュラムとして課し、大学

院課程で共通に必要とされる知識・技能を修得させる。 

④ 国内外で開催されるセミナー、研究会、学会等に積極的に参加させ、研究者と院生との交流

の機会を確保する。 

⑤ 夜間開講プログラムなどの利便性を高めるため、e-ラーニングシステムを活用する。 

⑥－１ ディプロマ・ポリシーを整備するとともに、適正な評価基準を策定し、シラバスに評価

基準を明示する。 

２ 成績評価に関して、学生から意見や苦情を受け付ける仕組みを検討する。 

 

（２）教育の実施体制等に関する目標を達成するための措置 

① 全学的視野に立ち、教育体制の充実を目指した適切な人員配置を行う。 

②－１ 教員評価、FD 活動、学生による授業評価及び学生、卒業生などの意見調査を行い、教育

方法を改善する。 
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２ ベストティーチャーの表彰を行う。 

③－１ 全学部の学生を対象とした懇談会を実施する。 

２ コース管理システム（Moodle）を利用して学生と教員との意見交換を行う。 

 

（３）学生への支援に関する目標を達成するための措置 

① 厚生補導、課外活動、奨学金、学生寮等の相談に対応する。 

② 修学、精神的悩みやハラスメント等学生の相談に対応する。 

③ 就職支援を行うための方策を充実・強化する。 

④ メンタルヘルスの充実のために学生に係る精神保健調査・カウンセリング実施評価方法等を

検討する。 

 

２ 研究に関する目標を達成するための措置 

（１）研究水準及び研究の成果等に関する目標を達成するための措置 

①－１ 各研究分野において、研究者の自由な発想と課題設定に基づく多様な基礎研究を推進す

る。 

２  研究戦略室を中心に、プロジェクト型研究を設定し、重点的に推進する。 

３ 生体調節研究所を中心に、内分泌・代謝学の共同研究課題を全国レベルで推進する等、

共同利用・共同研究拠点事業を展開する。 

②－１ 県内外の大学との連携を推進する。 

２ 地方自治体及び外部組織との産学官連携のネットワークを活用し、連携活動の充実を図

る。 

３ 共同研究イノベーションセンターを中心として、企業等との共同研究を推進する。また、

国や地方自治体が取り組む研究プロジェクトへ参加する。 

４ 学生及び教職員へ知的財産に対する意識啓発を行うとともに、大学の知的財産を活用し

た産学官連携活動を推進する。 

 

（２）研究実施体制等の整備に関する目標を達成するための措置 

① 大学が策定した研究戦略に基づき、必要に応じて研究者、研究支援者等の適正配置を行う。 

② 若手研究者の育成を目的として、研究及び海外留学を支援する。 

③ プロジェクト型研究及び共同研究のための研究スペースの利用状況等を調査し、必要に応じ

て再配分、再配置する。 

 

３ その他の目標を達成するための措置 

（１）社会との連携や社会貢献に関する目標を達成するための措置  

①－１ 地域連携推進室を中心に、地域社会の活性化を図るための各種事業（公開講座、各種体

験教室、高大連携事業等）を実施する。 
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２ 近隣の大学、地方自治体等との連携を強化し、地域で主催する事業等（まちなかキャン

パス、ぐんま地域・大学連携協議会等）に参画する。 

②－１ 研究・産学連携戦略推進機構を中心に、地方自治体や地域の産業界との協力関係を強化

し、産学官連携活動を推進する。 

２ 首都圏北部大学（群馬大学、宇都宮大学、茨城大学、埼玉大学）連合（4U）による産学

官連携、新技術開発・技術移転活動を展開する。 

 

（２）国際化に関する目標を達成するための措置 

①－１ 大学間協定の締結校を中心に、海外からの交換留学生を対象とした教育プログラムの

充実や、本学学生の海外派遣のためのプログラムについて検討する。 

２ 留学生の現状や必要な支援を充実させるため、留学生の実態について調査・分析する。 

② 教職員の海外派遣及び外国人研究者等の招聘等についての推進方策を検討する。 

 

（３）附属病院に関する目標を達成するための措置 

①－１ 医療安全管理部門の組織を明確化するとともに、人材育成を行う。 

２ 医療従事者がインシデント報告を閲覧できるシステムを構築し、病院全体でインシデン

ト情報を共有できるようにする。 

３ 医療安全、感染対策関係研修を実施する。 

４ 感染管理システムを活用し、感染症情報などの情報を病院全体として共有する。 

５ アメニティモールを開設し、患者サービスを向上させる。 

６ 病院における医療の質を管理するためのクリニカルインディケーター（CI）を作成して

公表する。 

② 重粒子線治療の効果的利用を目指した集学的治療法の開発研究及び医療機器等の研究開発

を行う。 

③ 県内の医師会・病院会と連携し、県内の病院を対象にプロトコールや重粒子線治療の適応、

治療までの流れについて説明会等を開催し、治療方法等の周知を図る。 

④ 医師、コメディカルの専門能力の向上及び地域医療人の教育のためにシミュレータ教育を実

施するなど、充実を図る。 

⑤－１ がん、肝疾患、エイズ、神経難病等疾患治療の拠点病院として、市民講座等を開催し、

地域の医療従事者・住民に対しての情報発信を行う。 

２ 地域の医療機関との連携を図り、連携病院との定期的な情報交換の会を開催することに

より、地域医療の質の向上、医療情報提供を行う。 

 

（４）附属学校に関する目標を達成するための措置 

① 教育実習支援センターの設置に向けた準備として、教育学部の教育実習及び事前事後指導の

効果的な運営方法並びに教育学研究科の実習及び実践演習の運営体制について検討する。 
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②－１ 教育学部、教育学研究科との共同研究を推進するため、学部・附属共同研究委員会の業

務の見直しを行う。 

２ 附属学校審議委員会において、「地域のモデル校」として附属学校園が機能するための

教育学部との連携について検討する。 

③ 附属学校及び地域の学校が抱える教育の現代的課題に対応するため、特別支援教育サポート

センターを発展的に改組し、「問題を抱える子どもたちのサポートセンター」を設置する。 

 

Ⅱ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１ 組織運営の改善に関する目標を達成するための措置 

① 学長裁量の重点配分経費を確保し、教育、研究、診療、社会貢献、国際交流等に精選し配分を

行うとともに、必要に応じ教育研究組織等の見直しを行う。 

② 教職員の評価を実施する。前年度までの評価結果を給与等に反映させる。 

③ 運営費交付金、事業収入等のほか、競争的資金等も活用し適切な人員管理、人件費の運用を行

う。 

 

２ 事務等の効率化・合理化に関する目標を達成するための措置 

規程の改正など業務内容の簡素・合理化を進める。事務組織の一部を改組・再編し、効率的な事務

執行を行う。 

 

Ⅲ 財務内容の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１ 外部研究資金、寄附金その他の自己収入の増加に関する目標を達成するための措置 

①－１ 学内外にまたがる共同研究等により、外部研究資金獲得を目指す。 

２ 科学研究費補助金等各種外部研究資金の獲得のために、教職員に対する積極的な情報提供

と支援を行う。 

３ 産学官連携による共同研究等を進める。 

② 安定的かつ効率的な病院運営により、収入を確保するとともに、経費の削減に努める。 

 

２ 経費の抑制に関する目標を達成するための措置 

（１）人件費の削減に関する目標を達成するための措置 

「簡素で効率的な政府を実現するための行政改革の推進に関する法律」(平成 18 年法律第 47 号)

に基づき、国家公務員に準じた人件費改革に取り組み、平成 18 年度からの 5 年間において、△5％

以上の人件費削減を行うなど政府方針に沿った人件費改革を進める。 

 

（２）人件費以外の経費の削減に関する目標を達成するための措置 

各種業務委託の点検及び光熱水量の抑制などにより、管理的経費を削減する。 
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Ⅳ 自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１ 評価の充実に関する目標を達成するための措置 

① 自己点検・評価を実施するとともに、第三者評価等の結果を業務改善に反映させる。 

② 教員評価を実施し、教員の諸活動の支援策等について検討する。 

 

２ 情報公開や情報発信等の推進に関する目標を達成するための措置 

教育、研究、社会貢献等の大学運営の状況について、積極的に公開する。 

 

Ⅴ その他業務運営に関する重要目標を達成するためにとるべき措置 

１ 施設設備の整備・活用等に関する目標を達成するための措置 

① 施設整備推進戦略に基づき、計画的に整備を行うとともに、施設の点検・評価に基づく有効活

用を行う。 

② 設備マスタープランにより、計画的かつ継続的に教育研究等設備を整備するとともに、有効活

用を行う。 

③ 地球環境の保全に配慮し、多様な利用者が安全かつ快適に利用できるキャンパス整備を行う。 

 

２ 安全管理に関する目標を達成するための措置 

① 危機管理規則及び教職員安全衛生管理規則などに基づき、修学及び教育研究環境などの安全を

確保する。 

② 安全管理教育を徹底させるため、安全衛生講習会等を開催する。 

③ 群馬大学情報セキュリティポリシーを普及し、情報ネットワーク及びコンピュータシステムに

関する危機管理対策を進める。 

 

３ 法令遵守に関する目標を達成するための措置 

研究活動における不正防止、研究費等の適正な経理並びに服務規律の徹底を図るため、教職員に対

する啓発活動を行うなど、法令遵守を徹底する。 

 

Ⅵ 予算（人件費の見積りを含む。）、収支計画及び資金計画 

別紙参照 

 

Ⅶ 短期借入金の限度額 

１ 短期借入金の限度額 

32 億円    

 

２ 想定される理由 

運営費交付金の受け入れ遅延及び事故の発生等により緊急に必要となる対策費として借り入れるこ
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とが想定されるため。 

 

Ⅷ 重要な財産を譲渡し、又は担保に供する計画 

１ 重要な財産を譲渡する計画 

 該当無し 

 

２  担保に供する計画 

附属病院の施設・設備の整備に必要となる経費の長期借入に伴い、本学附属病院の敷地及び建物に

ついて、担保に供する。 

 

Ⅸ 剰余金の使途 

決算において剰余金が発生した場合は、教育研究の質の向上及び組織運営の改善に充てる。 

 

Ⅹ その他 

１ 施設・設備に関する計画 

 

施設・設備の内容 予定額(百万円) 財 源 

(荒牧)総合研究棟改修

(教育学系)、 

(荒牧)屋内運動場改修、 

小規模改修(営繕事業) 

 

総額 

     506 

施設整備費補助金(  454) 

 

船舶建造費補助金(  0) 

 

長期借入金   (    0) 

 

国立大学財務・経営ｾﾝﾀｰ 

施設費交付金  (  52) 

（注）金額は見込みであり、上記のほか、業務の実施状況等を勘案した施設・設備の整備や、老朽度

合い等を勘案した施設・設備の改修等が追加されることもあり得る。 

 

２ 人事に関する計画  

平成 22 年度の常勤職員数 1,695 人(役員を除く。) 

 また、任期付職員数の見込みを 12 人とする。 

 平成 22 年度の人件費の総額見込み 16,752 百万円(退職手当は除く。) 

  (うち、総人件費改革に係る削減の対象となる人件費総額 11,799 百万円) 

 

 



（別紙）予算（人件費の見積りを含む。）、収支計画及び資金計画

金　額

収入
　運営費交付金 12,424
　施設整備費補助金 1,204
　補助金等収入 419
　国立大学財務・経営センター施設費交付金 52
　自己収入 23,268
　　授業料、入学金及び検定料収入 3,777
　　附属病院収入 19,295
　　財産処分収入 0
　　雑収入 195
　産学連携等研究収入及び寄付金収入等 2,229
  引当金取崩 123
　長期借入金収入 0
  承継剰余金 0
  目的積立金取崩 0

39,720

支出
　業務費 32,327
　　教育研究経費 13,023
　　診療経費 17,619
　　一般管理費 1,684
　施設整備費 1,256
  補助金等 419
　産学連携等研究経費及び寄付金事業費等 2,229
　長期借入金償還金 3,488
  国立大学財務・経営センター施設費納付金 0

39,720

※ 各欄と合計欄の数字は、単位未満切り捨ての関係で一致しないことがある。

 ［人件費の見積り］
  平成22年度総額 16,752百万円を支出する。（退職手当は除く）
（うち、総人件費改革に係る削減の対象となる人件費総額 11,799百万円）

１．予　算

平成２２年度　予算

(単位：百万円)        

区　分

計

計
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金　額

費用の部
　経常費用 38,271
　　業務費 33,768
　　　教育研究経費 5,057
　　　診療経費 9,510
　　　受託研究費等 1,298
　　　役員人件費 100
　　　教員人件費 8,947
　　　職員人件費 8,854
　　一般管理費 301
　　財務費用 510
　　雑損 0
　　減価償却費 3,691
　臨時損失 0

収入の部
　経常収益 38,700
　　運営費交付金 12,376
　　授業料収益 2,958
　　入学金収益 479
　　検定料収益 125
　　附属病院収益 19,295
　　受託研究等収益 1,298
    補助金等収益 419
　　寄附金収益 901
　　財務収益 39
　　雑益 155
　　資産見返負債戻入 648
　臨時利益 0
純利益 428
目的積立金取崩益 0
総利益 428

※ 各欄と合計欄の数字は、単位未満切り捨ての関係で一致しないことがある。

２．収支計画

平成２２年度　収支計画

(単位：百万円)        

区　分
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金　額

資金支出 43,317
　業務活動による支出 34,283
　投資活動による支出 1,825
　財務活動による支出 3,488
　翌年度への繰越金 3,719

資金収入 43,317
　業務活動による収入 38,301
　　運営費交付金による収入 12,424
　　授業料及入学金検定料による収入 3,777
　　附属病院収入 19,295
　　受託研究等収入 1,298
    補助金等収入 419
　　寄附金収入 930
　　その他の収入 155
　投資活動による収入 1,256
　　施設費による収入 1,256
　　その他の収入 0
　財務活動による収入 39
　前年度よりの繰越金 3,719

※ 各欄と合計欄の数字は、単位未満切り捨ての関係で一致しないことがある。

 
 

(単位：百万円)        

区　分

３．資金計画

平成２２年度　資金計画
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別表（学部の学科、研究科の専攻等）

教育学部 学校教育教員養成課程 ８８０人

社会情報学部 情報行動学科 ２２０人
情報社会科学科 ２２０人

医学部 医学科 ６１２人
（うち医師養成に係る分野６１２人）

保健学科 ６９０人

工学部 （昼間コース）
応用化学・生物化学科 ６８０人
機械システム工学科 ２８０人
生産システム工学科 １６０人
環境プロセス工学科 １６０人
社会環境デザイン工学科 １６０人
電気電子工学科 ２８０人
情報工学科 ２００人
学科共通 ６０人

（夜間主コース）
生産システム工学科 １２０人

教育学研究科 教職リーダー専攻 ３２人
（うち専門職学位課程３２人）

障害児教育専攻 ６人
（うち修士課程 ６人）

教科教育実践専攻 ４０人
（うち修士課程 ４０人）

社会情報学研究科 社会情報学専攻 ２４人
（うち修士課程 ２４人）

医学系研究科 ３０人生命医科学専攻
（ ）うち修士課程 ３０人

医科学専攻 ２７３人
（うち博士課程 ２７３人）

保健学専攻 １５７人
うち修士課程 １１２人

博士課程 ４５人
工学研究科 応用化学・生物化学専攻 ２１２人

（うち修士課程 ２１２人）
機械システム工学専攻 ８８人

（うち修士課程 ８８人）
生産システム工学専攻 ６０人

（うち修士課程 ６０人）
環境プロセス工学専攻 ４４人

（うち修士課程 ４４人）
社会環境デザイン工学専攻 ４４人

（うち修士課程 ４４人）
電気電子工学専攻 ８８人

（うち修士課程 ８８人）
情報工学専攻 ６４人

（うち修士課程 ６４人）
工学専攻 １１７人

（うち博士課程 １１７人）

特別支援教育特別専攻科 重複障害教育専攻 １５人

教育学部附属幼稚園 １５４人
学級数 ５
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教育学部附属小学校 ９２０人
学級数 ２３

教育学部附属中学校 ４８０人
学級数 １２

６０人教育学部附属特別支援学校
学級数 ９


